
①観光庁補助金「地方創生プレミアムインバウンドツアー集中展開事業」
（補助金：12,565,300円／支出：13,750,000円）

　概　要：ロサンゼルスを中心とした米国富裕層市場をターゲットとした高単価な旅行商品の開発と販
　　　　　路開拓を推進した。
　　　　　食文化と観光体験を融合させたツアーを造成・販売し、東北の地域資源を最大限に活用した
　　　　　持続可能なインバウンド誘致を図った。

　内　容：地元の食材を活用した特別メニューを開発しツアーに組み込むためLAシェフを招請(7/1-3)

　　　　　ロサンゼルスのレストラン「MUTSU」にて、造成した旅行商品の販売会を実施(7/14-15)。

　ツアー：極上の大間マグロとLA一流シェフとコラボした特別な東北マリアージュツアー

　　　　　　　　　(株)JapanNaviと連携し、4泊5日の高単価旅行商品造成・販売を行った。

　成　果：10月6日～8日の2泊3日で青森県部分のみのツアーを実施。（フランス人2名参加）

　
②地域のちからプロジェクト事業（持ち出しなし）

　概　要：原子力発電所立地周辺地域の実情・ニーズを踏まえて、地域資源を最大限に活用しつつ、地
　　　　　域ブランド力の強化を図る産品・サービスの開発、販路拡大、ＰＲ活動等の取組を支援し、
　　　　　地域への集客力の向上、雇用の確保、地域活動を担う人材の育成、新たな産業の創出等の地
　　　　　域活性化を行う。

　内　容：宿泊施設情報一覧の作成（しもきたツーリズムHPにて公開）

　　　　　✔旅行会社等へのセールスの際、下北地域に宿泊施設一覧といった資料がなかったため作成。

                  ✔下北半島の特産品を販売するお土産売場の収益アップ事業

                       ・8/19　･･･オンラインキックオフ
                       ・9/5　･･･意見交換会・現地訪問
                       ・10/11-12　･･･首都圏販路見学ツアー
                       ・11/127-28　･･･バイヤー研修会とテスト販売会
                       ・1/21,1/23,1/27　･･･オンライン商談会

                  ✔特別企画テーマ対応型プログラム「物産協会、地域商社による地域産品の付加価値向上

　　　　　　実現プログラム」への参加

                       ・8/5　･･･第1回意見交換会
                       ・9/18-19　･･･第2回意見交換会
                       ・12/23　･･･第3回意見交換会
                       ・２/４-5 ･･･第4回意見交換会
                       ・3/16-17 ･･･第5回意見交換会

③【新】ディープコンテンツ開発業務

　内　容：青森県観光政策課と連携（補助）し、下北地域における体験コンテンツの造成。

　成　果：横浜八幡神社における体験コンテンツを開発し、HPにて販売中

　商品名：源氏の物語を辿る神社時間ーあたなただけの切絵絵馬づくり体験ー

報告第１号　令和７年度事業報告

１．公益目的事業（事業費：44,411,860円　／　収入：44,187,731円）

（１）地域ブランディング推進事業（事業費：16,947,261円／収入：16,510,128円）



④【新】津軽海峡エリア料理人フォーラム（収入1,198,000円/支出1,844,089円）

　目　的：津軽海峡エリアの函館市、青森市、下北地域を結ぶ観光導線の強化を図りながら、国内外の
　　　　　旅行者の「旅の目的地」となるために、豊かな食材を活かした新たな料理や伝統的な郷土料理
　　　　　を通して、津軽海峡エリアの食の魅力を再発見することや、自然、文化、芸能などを保護・継
　　　　　承し、魅力ある地域資源を後世に伝えることを目的としたフォーラム。

　内　容：9/29 プラザホテルむつ
　　　　　津軽海峡エリア料理人フォーラム発起人挨拶
　　　　　基調講演
　　　　　トークセッション
　　　　　交流会

　

①下北ジオパークガイドの会（収入：1,361,118円/支出：1,361,118円）

　内　容：多言語ガイドの体制の構築

　　　　　研修等による下北ジオパークガイドのスキル向上、新たなガイドの確保

　　　　　下北ジオパークガイドの会の自立支援

②下北観光案内所運営

　内　容：ぐるりんしもきた号、ぐるりんタクシーの予約受付・管理

　　　　　レンタサイクル受付・貸出業務（有料）

　　　　　観光案内業務

③コンベンション

●コンベンション誘致に関する事業（支出：175,000円）

　　内　容：(1)国際MICEエキスポ(IME)支援等によるコンベンション誘致活動の展開

　　　　　　(2)各種スポーツ大会支援事業

　　　　　　(3)各種イベント歓迎看板、誘導看板設置事業

●青森県大規模MICE開催費助成金申請受付に関する事業

●各種会費の基本継続負担に関する事業

　　内　容：(1)青森県観光連盟会費（会費:60,000円）

　　　　　　(2)コンベンション誘致促進連絡会議負担金（負担金:30,000円）

　　　　　　(3)東京青森県人会(賛助会費:30,000円)

④東通村観光事業（収入460,000円/支出：482,362円）

　●北限海峡釣り大会／6月7日（土）開催（収入：460,000円/支出：382,362円）

　　内　容：野牛漁港からのアイナメ・カレイ釣り大会。46人参加。

　●東通ドン！とボン！盆フェスタ2025／8月14日（木）協賛（協賛金：100,000円）

⑤川内観光事業（支出：1,096,064円）

　●川内ネブタ合同運行（支出：335,036円）

　　内　容：8/15開催　3団体による合同運行

　●花火打ち上げ事業(支出：517,187円)

　　内　容：9/14川内八幡宮例大祭に合わせて打ち上げ。チラシ折込、CM等のPR

　●川内橋提灯設置(支出243,841円)

　　内　容：お盆前～例大祭までの期間、川内橋に提灯を設置。

（２）受入環境整備事業（事業費：11,441,815円／収入：11,767,160円）



⑥脇野沢観光事業（支出：1,120,000円）

　●令和7年度「一夜限りの桜ライトアップ／4月26日（土）協賛（協賛金：100,000円）

　　内　容：主催は「鯛島塾むらおこし会議」。
　　　　　　イルミネーション用電飾、ラミネート購入のための協賛金10万円を支出。

　●夏祭りの提灯設置（8/10～19）（協賛金：820,000円）

　　内　容：8月19日まで。大漁旗も設置。

　●来さまい夕市（9/6）（協賛金：200,000円）

　　内　容：花火打ち上げの協賛金を支出。

①東北観光データマネジメントプラットフォーム（負担金：619,600円）

　✔東北広域で観光マーケティングデータを一元化したプラットフォーム。

　✔「データ」に裏付けされたPDCAを踏まえ、戦略立案・プロモーション・受入れ整備で活用。

②下北半島観光アンケート調査

　内　容：観光施設・宿泊施設にアンケートQRコード設置

③旅アト消費データの収集・分析

　内　容：下北半島観光アンケート調査回答者に対し、1年後、2年後に追加アンケート調査を実施

④下北半島の観光に対する住民意識調査

　内　容：6市町村協力のもと住民に対しアンケート調査を実施

⑤青森県公式ファンコミュニティ「青森びいき」運営（収入：0円／支出：0円）

　内　容：「スナックママカード」、「佐井村グランピング体験」など最新の体験商品について、随時
　　　　　情報発信を行った。

①東北経済産業局「令和7年度下北地域広域情報発信コンテンツ造成事業」
（収入：9,207,893円／支出：6,870,769円）

　目的：台湾・米国市場を中心としたインバウンド需要の取り込みによる、下北地域への誘客促進。
　　　　多言語ガイドの育成を通じた外国人観光客の受入環境整備と観光満足度の向上
　　　　大間～函館フェリー航路を活用した広域周遊ルートの形成による地域間交流の強化

　内　容：●インバウンド向け戦略的プロモーションの実施

　　　　　⇒台湾で開催される旅行博「日本東北遊楽日2025」への参加（12月6日・7日）。
　　　　　⇒台湾現地旅行会社と商談（12月5日／15社）
　　　　　⇒ロサンゼルス現地旅行会社との商談（7月14日～18日／13社）

　　　　　●多言語ガイドの育成（12月4日）

　　　　　⇒訪日外国人旅行者の受入体制を強化するため、多言語ガイドセミナーを実施。

　　　　　●モニターツアーの実施（11月18日－19日）

　　　　　⇒セミナーに参加した方を対象に、下北地域でのガイドスキル向上のため実施

（４）プロモーション事業（事業費：14,508,079円／収入：14,455,443円）

（３）マーケティング（事業費：1,514,705円／収入：1,455,000円）



　　　　　●大間～函館間フェリーを活用した観光推進

　　　　　⇒観光客のフェリー利用者の促進・認知度向上に繋げるべく、割引クーポンの作成、ポス
　　　　　　ター・チラシ等によるPRを県内外で実施。
　　　　　⇒2025年8月19日(火)から2026年2月27日(金)まで

②Webサイト運営（SNS）

　✔しもきたツーリズムHP、Instagram、Facebook、青森びいき等で継続的に情報発信する。

③エージェント訪問他

　✔５月27日/青森観光セミナー

　内　容：首都圏の旅行会社・交通事業者・メディア関係者に対する
　　　　　青森県と北海道道南地域への首都圏からの今年度冬季の誘
　　　　　客を目的とする。

④陸奥湾沿線・魅力発信事業（支出：384,000円）

　✔陸奥湾沿線誘客宣伝協議会と連携し、陸奥湾沿岸の鉄路を活用した誘客宣伝。

⑤観光パンフレット「しもきたツーリズム」制作（支出：2,310,000円）

　✔令和７年度下北ガイドマップ50,000部作製。今年度分発送用在庫終了。

⑥「おでかけ・みちこ」情報発信業務（支出：550,000円）

　✔9/25号「観光バスで巡る秋コース」、12/25号「冬の下北半島あったかドライブ」掲載。

⑦大学生インターン受入（支出：4,400円）

　目　的：✔一般社団法人tsumuguの「観光業界の仕事内容・魅力を伝えるプロジェクト！１か月間法人

　　　　　の事業に潜入調査！SNS運用とPR動画制作で知名度アップに貢献せよ！」をミッションとした
　　　　　約1ヶ月間の共育型インターンシップ生、むつ市地域おこし協力隊インターンシップ生を受け入
　　　　　れ、当社のPR動画の作成、魅力の発信をする。

　内　容：8/21～9/17
　　　　　青森公立大学から2名、青森大学から1名
　　　　　成果報告会を9/17に実施　①当社のPR動画発表　②当該動画の活用方法検討



２．収益目的事業（事業費：180,181,683円　／　収入：183,776,549円）

①むつ市ふるさと納税関連業務委託（収入：4,269,280円／支出：2,636,692円）

　　内　容：むつ市ふるさと納税ポータルサイト5サイト（さとふる、ふるさとチョイス、楽天、
　　　　　　ふるなび、JREモール）の運営管理等業務、受領証明書発行業務、請求一本化サービス

②横浜町ふるさと納税関連委託（収入：125,248円／支出：０円）

　　内　容：横浜町ふるさと納税ポータルサイト２サイト（ふるさとチョイス、楽天）の運営管理業務

③再エネを活用した情報発信システム運用実証実験等業務（収入：2,860,000円／支出：511,000円）

　　内　容：✔アプリと連携したスタンプラリーを実施（8/1～15）、93人が応募し224,000円の

　　　　　　商品券を支出。

　　　　　　✔次年度以降、アプリを広域で運用するため、周辺自治体への理解促進支援を行った。

　懸案事項：現在は補助金にてアプリを運用している。
　　　　　　補助金が切れた場合の運用方法について要検討。
　　　　　　※180万程度の見込み（サーバー使用料＋アプリケーションストア更新）

④【新】大畑地区観光コンテンツ開発業務委託（収入：1,045,294円/支出：609,379円）

　　目　的：大畑地区において、大畑漁港を中心に地場水産物の消費拡大と所得向上、雇用増大による
                    地域活性化を図るため、大畑町漁業協同組合が取り組むウニの陸上蓄養に関連して、漁業
                    体験コンテンツの造成を目指して可能性調査のためのモニターツアーを実施した。

　　内　容：1/20（火）

　　　　　　参加者：県内観光関係者6名
　　　　　　大畑地区畜養ウニを活用した漁業体験ツアーを構築するための

　　　　　　モニターツアーの実施と実施後のアンケート調査

⑤むつ市受託事業関連

　●脇野沢地区焼き干し加工体験ツアー構築等業務委託（収入：3,311,770円／支出：2,002,680円）

　　目　的：脇野沢地区で、脇野沢漁港を中心に伝統産業である焼き干し加工を再興させ、交流人口の
　　　　　　増大や漁業者等の所得向上による地域活性化を図る。

　　内　容：✔脇野沢地区焼き干し加工体験ツアーを構築するためのプレツアーの実施

　　　　　　（9/27，10/25　参加者102名）

　　　　　　✔プレツアー時のアンケート調査

　●むつ市釜臥山展望台イベント開催業務（収入：3,346,640円／支出：2,765,820円）

　　目　的：むつ市が誇る観光コンテンツのひとつである釜臥山展望台から望む夜景「光のアゲハチョ
　　　　　　ウ」が、世界夜景遺産認定されたことを受け、夜景に係るイベントを開催。

　　内　容：✔夜景観光大使任命記念イベント「夜景と光のシンフォニー」

　　　　　　✔10/25　釜臥山展望台

                      ✔新！釜臥山展望台夜景看板&新PRポスターお披露目

                      ✔夜景観光大使任命式(講談社シャーマンキングキャラクター)

                      ✔サウナ体験会、キッチンカー出店

　●むつ市釜臥山展望台誘客コンテンツ開発・PR業務（収入：1,073,270円／支出：887,040円）

　　内　容：✔世界夜景遺産「光のアゲハチョウ」を活用したプログラムを開発

　　　　　　✔1泊2日の田名部祭り・恐山・温泉・世界夜景遺産をテーマとした募集型企画旅行開

　　　　　　　発に係るモニターツアーを実施（10月25日～26日）

　　　　　　✔参加者は株式会社JTB青森支店、一般社団法人Clan PEONY津軽、一般財団法人VISIT

　　　　　　　はちのへ、公益社団法人弘前観光コンベンション協会から各1名

　●マーケットイン手法によるクラフトビール醸造販売可能性調査業務
                                                                                （収入：10,863,600円／支出：10,215,756円）

　内　容：新産業（クラフトビール製造販売）創出による稼げる地域の構築に向けた可能性調査

（１）受託事業（事業費：66,597,264円　／　収入：76,567,948円）



　●むつ市地域おこし協力隊募集業務

　内　容：しもきたツーリズム社員としての採用を見据えた地域おこし協力隊募集

　●旅して応援！むつ市まち元気キャンペーン事業業務

　　✔全体収入：61,668,604円/全体予定支出：50,350,000円　※令和8年度繰越事業

　　✔R7年度収入：33,667,440円/支出：27,740,000円

　　目　的：物価高騰の影響を受ける市内宿泊事業者等への需要喚起を通じた事業継続支援。冬期間にお
　　　　　　ける観光需要の創出と市内限定商品券の配布による市内消費の促進。

　　内　容：✔2/10～5/17の間、15,000泊を対象としたキャンペーン（3月末時点宿泊実績6,260泊）

                    ✔1泊1人2,000円の宿泊料割引、1,000円のむつ市共通商品券を配布

　　　　　　✔各事業者との調整・管理

　　　　　　✔広報業務

　●風間浦村布海苔採り体験ツアー業務委託（収入：527,560円/支出：15,500円）

　内　容：✔3/8（日）荒天のため開催中止

　　　　　✔受付管理業務（ツアーのWEB申込フォームの作成、予約窓口、問い合わせ対応）

　　　　　✔情報発信業務（HPやSNS等を活用し、ツアーの周知を図る）

　　　　　✔運営業務（開催中止の連絡対応）

　●風間浦村ゆかい村再発見プロジェクト（収入：2,544,600円／支出：1,157,041円）

　内　容：✔講師を招請した講演会／8月7日（木）開催

　　　　　✔下風呂温泉郷での湯治おためし体験／8月6日（水）～8日（木）開催

　 　　　　　✔下風呂温泉郷内でのイベント開催　4回程度予定

　●地域おこし協力隊インターンシップ募集業務（収入：990,000円／支出：750,000円）

　内　容：地域ぐるみで継業に取り組むためのプラットフォーム「風間浦村継業バンク」の運営

　　　　　✔地域おこし協力隊制度を活用し、長期のインターンプログラムをつくり掲載。

　●下風呂温泉宿泊キャンペーン事業（収入：3,922,641円/支出：2,298,645円）

　　目　的：本州最北の温泉郷である下風呂温泉郷のプロモーションを目的とし、さらなる風間浦村の
　　　　　　ファン獲得と観光業に伴う消費喚起を図る。

　　内　容：✔令和7年12月1日（月）～令和8年3月15日（日）【新年度分期間延長決定】

　　　　　　✔宿泊客1名1泊あたり2,000円の宿泊助成及び地域商品券1,000円の助成（全1,030泊完売）

　　　　　　✔各事業者との調整・管理

　　　　　　✔広報業務

①東奥日報社「下北半島魅力発信事業」協力

　内　容：通販サイト47club「下北半島の逸品セレクト」運営

②「モンベルフレンドフェアin青森」出店

　内　容：1/31～2/1開催予定

⑥風間浦村受託事業関連

（２）物販事業（事業費：1,134,967円　／　収入：829,288円）



①ぐるりんしもきた号（収入：5,145,690円／支出：3,383,250円）

　目　的：来訪者の二次交通問題の解消、リピーター獲得、収益の確保。

　内　容：募集型企画旅行。春コース、夏コース、秋コースの3種。29日間の設定。23,000円/名。

　成　果：催行日15日／催行率51.7%／申込数206名

②ぐるりんタクシー（収入：775,396円／支出：649,240円）

　目　的：ぐるりんしもきた号の最少催行人数が10名であることから、不催行の場合の代替手段とし
　　　　　て、タクシー事業者と連携し、時間制乗り放題プランを販売。

　成　果：催行17件／申込数30名

③その他ツアー

　●JTB BOKUN「ディープコンテンツ販売業務」（収入：1,369,150円／支出：1,119,790円）

　目　的：下北地域の観光消費額拡大、インバウンド誘客を見据えたコンテンツ開発及び新規市場開拓
　　　　　を図るため、下北地域ならではの特別な体験コンテンツを造成・販売する。

　成　果：コンテンツ販売数21件　／　売上：1,369,150円（対R6年度比89.6%）

　●【新】ワールド航空サービス下北探訪ツアー（収入：5,096,180円／支出：4,077,750円）

　内　容：しもきたツーリズムがランドオペレーターとして、下北部分の企画・手配・精算などを実施

　成　果：大型バス4台（4コース）、2泊3日、54名（お客様50名＋添乗員4名）

　●【新】青森県・函館観光キャンペーンにおけるツアー開発（収入：91,000円／支出：43,710円）

　内　容：✔「青森県・北海道道南エリア」が2025年12月から2026年3月までの間、JR東日本の「重

　　　　　　点共創エリア」に指定されたことを受け、同期間に当該キャンペーンを開催。

　　　　　✔同期間における下北地域の冬季旅行商品の開発・販売を行った。

　造成した旅行商品

　　①【日帰り】心も体もぽかぽか～温泉と旬の鮟鱇を楽しむ冬の癒し旅～

　　②【1泊2日】冬の美味と伝統を体感～鮟鱇吊るし切り＆田名部祭りで彩る特別プラン

　　③【日帰り】本州最北・海辺の温泉郷と活鮟鱇づくし旅

　　④【日帰り】むつ湯けむり紀行～旬の鮟鱇&美人の湯、下北博士と巡るレトロ探訪～

　成　果：商品①について、シンガポール人3名、日本人2名の2件販売

　●【新】みちのりトラベル東北（大間ツアー）

　内　容：ランドオペレーターとして、マグロ一本釣り体験、おおま宿坊普賢院での体験、いそ舟寿司
　　　　　での特別ディナーの手配を実施。

　成　果：最少催行人数に達しなかったため、不催行となった。（10月3日～10月4日）

　●【新】イベント「いざよい」開催に伴うスナックママカードコラボ企画
　　（収入：22,500円／支出：20,000円）

　内　容：パーク代官山で実施するイベント「いざよい」開催にあたり、来場者を田名部の街へ誘導する
　　　　　仕掛けづくりの協力依頼があり、スナックママカード事業とコラボした。（10月4日）

①下北半島観光物産フェアin仙台（＠宮城県仙台駅 ／11月3日（月）～5日（水）開催）
（収入（協賛金）：3,000,000円/支出：3,300,000円）

　内　容：宮城県仙台駅での下北半島の特産品販売。東北電力株式会社むつ営業所様協賛。

②下北半島フェア（下北物産協会からの引継ぎ）

　内　容：青森市アスパムでの下北半島の特産品販売(8月1日～7日)

（4）催事事業（事業費：5,011,943円　／　収入：4,985,937円）

（３）旅行商品造成販売事業（事業費：13,553,882円　／　収入：13,139,283円）



③MUTSU GLAMOROUS FESTIVAL2025（＠むつ市　10月18～19日）

　内　容：むつ市MUTSU GLAMOROUS FESTIVAL2025での大湊ネブタ運行体験受付。

④寒さに挑戦!!しもきた冬まつり（下北物産協会からの引継ぎ　＠むつ市　３月８日）

　内　容：季節の食材を活用したイベント。

③特産品物流促進運営管理事業（下北物産協会からの引継ぎ／負担金：3,000,000円）

　✔「M-ロジ」運行管理

　内　容：専用トラック運行管理

　✔「M-ロジ」トラックセール

　内　容：専用トラックでの首都圏などへ直接届ける物流サービス「M-ロジ」事業のプロモーションの
　　　　　一環としての、首都圏等での特産品販売会。

①まさかりプラザ本店、下北駅前店、安渡館での特産品販売

②海上自衛隊大湊基地内での販売会（通年、4月練習艦隊、7月掃海訓練含む）

　内　容：練習艦隊・掃海訓練参加の隊員向けに特産品カタログを作成し販売・自宅等へ発送、基地内
　　　　　の売場で販売。

③移転費用（収入：8,981,000円／支出：9,523,158円）

　内　容：まさかりプラザ移転費用

3．法人会計（事業費：15,051,283円　／　収入：14,389,685円）

（5）エム－ロジ事業（事業費：18,196,463円　／　収入：14,257,650円）

（6）特産品展示施設の管理運営事業（事業費：75,687,164円　／　収入：73,996,443円）



R7年度　KPI実績

2022（R4）年 2023（R5）年 2024（R6）年 2025（R7）年 2026（R8）年 2027（R9）年

旅行
消費額

7,800 8,536 9,943 9,958 10,455 10,978

(百万円)
8,485 9,470 9,484 9,388 － －

延べ
宿泊者数

220,881 235,529 274,951 262,125 283,095 297,250

(人)
246,184 261,859 249,634 259,479 － －

来訪者
満足度

94.9 100 86.1 88.5 92.9 94

(％)
80.9 82 84.3 83.5 － －

リピーター率
53.6 56.2 52.5 57.2 60.6 63.6

(％)
61.4 50 54.5 56.1 － －

【参考】
●しもきたツーリズムWebサイト　閲覧者数　21万人

（※R7年度にWebサイトのドメイン変更あり、閲覧者数減）

実績

実績

項目

目標

目標

実績

目標

実績

目標



報告第４号 DMO 形成確立計画 

観光地域づくり法人の登録制度に関するガイドラインの対応について 

 

１ 概要 

観光庁の「観光地域づくり法人の登録制度に関するガイドライン」は、2025 年 10 月 1 日施行の改正に 

より、DMO（観光地域づくり法人）の登録基準を厳格化し、更新制を導入しました。旅行消費額や経済波及 

効果の最大化、観光の質の向上、オーバーツーリズム対策を軸に、持続可能な観光地域づくりのための「戦 

略策定の義務化」と「KPI の拡充」が中心です。 

 

２ 主要なガイドライン改定ポイントと対応 

（１）登録要件の厳格化・更新制の導入 

3 年ごとの更新制へ移行し、登録基準が厳格化。 

4〜5 年間の「観光地経営戦略」の策定が義務化されました。 

（２）KPI（重要業績評価指標）の拡充 

従来の旅行消費額、宿泊者数に加え、新たな KPI として「観光従事者の平均給与額」、「来訪者数の平    

準化率」、「住民の満足度」の把握が求められます。KGI（重要目標達成指標）として「経済波及効果」の計 

測も必須となります。 

（３）役割・体制の見直し 

広域連携 DMO、地域連携 DMO、地域 DMO の役割分担を明確化。 

単一都道府県を対象とするものは「都道府県 DMO」と改称し、役割が明確化されました。  

 

３ DMOに求められる実務対応 

（１）戦略の再策定 

データに基づいた「観光地経営戦略」の策定と、具体的な KGI・KPI の目標設定。 

（２）体制の強化 

外部データ（携帯電話位置情報など）を活用したマーケティング体制の構築と、持続可能な観光（サス 

テナブル・ツーリズム）の推進。 

（３）地域連携の強化 

地方自治体と連携した条例整備や、住民との合意形成（オーバーツーリズム対策）。  

 

４ しもきたツーリズムの対応 

（１）今後のスケジュール 

①7 月まで→取得できていないデータを「取れる状態」にします。 

②3 月まで→正確に・継続的に「測れる状態」にします。 

③中期→自動で取得し「経営に使える状態」にします。 

 



（２）7 月まで（短期：取得体制の整備） 

①データ取得の仕組み構築 

◆来訪者アンケートの設問をガイドラインと照らし合わせて確認し、「満足度（5 段階評価）」、「再訪 

意向」、「消費額（宿泊・飲食・体験別）」を必須項目として設計します。 

◆現地（観光施設・宿泊施設）とオンライン（QR コード）の両方で回収できる仕組みを構築し、最低回 

収数の目安（例：月 100 件以上）を設定します。 

◆住民アンケートについて継続的に取得できる仕組みとします。 

◆事業者ヒアリングについては、「売上」「客単価」「人件費」等の項目を標準化し、毎年同一フォーマ 

ットで取得します。 

②未取得 KPI の取得開始 

◆1 人当たり旅行消費額について、「旅行消費額 ÷ 来訪者数」で算出できるよう、来訪者数の取得 

方法を確定します。 

◆平準化率について、「繁忙月／閑散月の入込比率」など算出式を定義し、月別データを必ず取得し 

ます。 

◆来訪者数について、自治体統計・主要施設カウント・DMP 推計のいずれを採用するか決定し、毎 

月取得するルールを設定します。 

③販売・営業データの取得開始 

◆旅行商品・体験商品の販売について、BOKUN 等の予約管理システムで一元管理し、「販売数」 

「売上」「単価」をフォーマットとして整理します。 

◆商談件数について、「実施日・相手先・内容・成約有無」を記録する営業ログを整備し、担当者ごと 

に入力を義務化します。 

◆OTA（Viator 等）について、掲載商品数・閲覧数・予約数・売上を毎月ダウンロードし、KPI として 

蓄積します。 

④データのデジタル化 

◆月次レポートに必要なデータ項目を整理し、「誰が・いつ・どの形式で提出するか」を明文化しま 

す。 

 

（３）来年 3 月まで（短期：取得精度の向上） 

①データ精度の向上 

◆アンケート回収数を増やすため、回答特典（ノベルティ・抽選）を導入し、回収率を向上させます。 

◆同一指標を毎月取得することで、単発データではなく時系列データとして蓄積します。 

②データ統合・可視化 

◆宿泊データ、販売データ、アンケートデータを Excel または BI ツールで統合し、1 つの管理シー 

トに集約します。 

◆KPI ダッシュボードを作成し、「消費額」「宿泊者数」「満足度」「売上」等を一目で確認できる状態に 

します。 



◆月次レポートを定型化し、毎月同じフォーマットで更新することで比較可能にします。 

③行動データの取得強化 

◆CRM（顧客管理）を導入し、ツアー参加者・問い合わせ者のデータ（国籍・興味・購買履歴）を蓄積 

します。 

◆Web（Google Analytics）と SNS データを連携し、「閲覧→予約」までの導線を把握します。 

◆二次交通（ぐるりん等）の利用データを継続取得し、利用時間帯・利用者属性を分析できる状態に 

します。 

④KPI 定義の確定 

◆各 KPI について「算出式」「データ元」「更新頻度」を明文化した KPI 定義書を作成します。 

◆KPI ごとに担当者（責任者）を設定し、取得漏れが発生しない体制を構築します。 

◆KPI の更新タイミング（月次・四半期）を統一し、管理ルールを確立します。 

 

（４）中期（3 年間：データ経営への移行） 

①データ基盤の高度化 

◆東北観光 DMP を活用し、来訪者の位置情報・滞在時間・移動経路などのデータを取得します。 

◆宿泊・交通・体験事業者と連携し、地域全体のデータを横断的に収集できる体制を構築します。 

◆データの蓄積により、単年ではなく複数年比較が可能な基盤を整備します。 

②高度な分析体制の構築 

◆来訪者を国籍・年代・訪問回数別に分類し、それぞれの消費行動を分析します。 

◆商品別・チャネル別（OTA・直販）の売上・単価を分析し、収益性を把握します。 

◆季節別・市場別の需要を分析し、将来の需要予測に活用します。 

③データ取得の自動化 

◆OTA、予約システム、CRM のデータを自動連携し、手入力を削減します。 

◆Excel 集計から BI ツール（ダッシュボード）へ移行し、リアルタイムで KPI を確認できる状態にし 

ます。 

◆手作業で行っているデータ収集（メール・紙）を段階的に廃止します。 

④データ活用の定着 

◆KPI を会議体で定期的に共有し、「データに基づく意思決定」を標準化します。 

◆分析結果を事業者と共有し、商品改善・価格設定に反映します。 

◆外部評価・監査に対応できるよう、データ管理の透明性を確保します。 

 


